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去
る
９
月
28
日（
木
）亀
山
商
工
会
館
に

て
常
議
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
と
し
て
、三
重

県
鈴
鹿
建
設
事
務
所 

所
長 

宮
口 

友
成
氏

に「
当
市
を
取
り
巻
く
幹
線
道
路
整
備
に

つ
い
て
」お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、議
案
第
１
号「
令
和
５
年
度
一

般
会
計
・
特
別
会
計
第
２
次
収
支
補
正
予

算（
案
）に
つ
い
て
」、議
案
第
２
号「
三
重

県
知
事
経
済
講
演
会
に
つ
い
て
」、議
案
第

３
号「
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
」を
協

議
い
た
だ
き
、す
べ
て
原
案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
促
進

経
済
団
体
連
合
会 

総
会

　

去
る
９
月
20
日（
水
）東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
て
、リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
促

進
経
済
団
体

連
合
会 

令

和
５
年
度
総

会
が
開
催
さ

れ
、
岩
佐
会

頭
を
は
じ
め

１３０
名
の
方
々

が
全
国
よ
り

参
加
さ
れ
ま

し
た
。
協
議

内
容
と
し
ま

し
て
は
、「
令

和
４
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

（
案
）」、「
令
和
５
年
度
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算（
案
）」に
つ
い
て
協
議
し
、原

案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
早
期
全
線
整
備

に
向
け
て
、一
致
協
力
し
て
強
力
な
運
動

を
展
開
す
る
」旨
の
総
会
決
議
を
行
い
、引

き
続
き
、東
海
旅
客
鉄
道
㈱ 

中
央
新
幹
線

推
進
本
部 

企
画
推
進
部 

平
井
担
当
部
長

よ
り「
中
央
新
幹
線
計
画
の
近
況
に
つ
い

て
」ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
重
県
商
工
会
議
所
連
合
会

三
重
県
知
事
要
望
活
動
に
つ
い
て

　

去
る
９
月
29
日（
金
）三
重
県
庁
に
て
、

一
見
勝
之
三
重
県
知
事
に
対
し
、「
令
和
６

年
度
の
政
策
・
予
算
に
関
す
る
要
望
」が
実

施
さ
れ
、三
重
県
商
工
会
議
所
連
合
会
か

ら
の
要
望
と
各
会
頭
よ
り
地
域
要
望
が
行

わ
れ
ま
し
た
。岩
佐
会
頭
か
ら
は「
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
の
県
内
駅
位
置
の
早
期
確

定
」と「
一
般

国
道
306
号
線

（
川
崎
庄
内

バ
イ
パ
ス
）

や
Ｊ
Ｒ
亀
山

駅
前
再
開
発

事
業
に
伴
う

周
辺
県
道
の

整
備
促
進
」

な
ど
に
つ
い

て
要
望
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

去
る
10
月
６
日（
金
）三
重
県
庁
他
に
て
、

一
般
国
道
１
号
関
バ
イ
パ
ス
・
鈴
鹿
亀
山

道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
が
合
同
で

一
見
勝
之
三
重
県
知
事
他
に
対
し
、「
地
域

に
も
た
ら
さ
れ
る
様
々
な
効
果
を
総
合
的

に
評
価
し
、国
道
１
号
関

バ
イ
パ
ス
の
事
業
化
区
間

の
早
期
建
設
と
新
名
神
高

速
道
路
と
一
体
的
に
機
能

す
る
高
規
格
道
路『
鈴
鹿

亀
山
道
路
』の
整
備
促
進
」

な
ど
に
つ
い
て
、要
望
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

環
境
委
員
会
を
開
催

　

去
る
９
月
21
日（
木
）亀
山
商
工
会
館
に

て
環
境
委
員
会（
委
員
長 

豊
田 

和
人 

氏
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号「
委
員
会
の
審
議
事
項
に

つ
い
て
」、議
案
第
２
号「
委
員
会
活
動
概

要（
案
）に
つ
い
て
」、議
案
第
３
号「
取
組

み
調
査
に
つ
い
て
」を
協
議
い
た
だ
き
、委

員
よ
り
今
後
の
委
員
会
活
動
や
自
社
で
の

取
組
み
に
つ
い
て
、貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。今
後
、当
委
員
の
事
業
所

を
中
心
に
取
組
み
事
例
の
紹
介
な
ど
を
会

報
誌
へ
掲
載
し
、環
境
問
題
へ
の
取
組
み

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
の
啓
発
活
動
も
実
施
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

国
道
１
号
関
Ｂ
Ｐ・鈴
亀
道
路

建
設
促
進 

要
望
活
動
に
つ
い
て

常
議
員
会
を
開
催
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11月は｢労働保険未手続事業一掃強化期間｣です
　労働保険（「労災保険」と「雇用保険」の総称）は政府が管理し、運営する強制保険です。
　農林水産業の一部を除き、労働者を一人でも雇用している場合、事業主又は労働者の意思の有無にかかわらず成立手続
を行い、労働保険料を納付しなければなりません。
　労災保険（労働者災害補償保険）は、業務上の事由、二以上の事業の業務を要因とする事由又は通勤が原因で負傷、
病気や死亡された場合に必要な給付等を行います。
　雇用保険は、失業や雇用継続が困難な場合、労働者の生活や雇用の安定を図り、再就職を促進するため必要な給付等
を行います。
　労働保険の成立手続を怠っていると？
事業主が「故意」又は「重大な過失」により労災保険の成立手続を行わない期間中に生じた事故について労災保険給付を
行った場合は、遡って保険料等を徴収する他、保険給付額の40％又は100％を事業主から徴収します。
問合せ 三重労働局労働保険徴収室(℡059-226-2100)、最寄りの労働基準監督署･公共職業安定所

　

去
る
10
月
18
日（
水
）亀
山
市
文
化
会
館

に
て
、社
会
保
険
労
務
士
法
人 

若
林
労
務

経
営
事
務
所 

若
林 

正
清 

氏
を
講
師
に
お

招
き
し
、『
働
き
方
改
革
関
連
法
～
改
正
労

働
法
制
に
対
応
す
る
た
め
の
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
～
』を
テ
ー
マ
に
交
通

運
輸
部
会（
部
会
長 

本
城 

直
哉 

氏
）と
建

設
部
会（
部
会
長 

山
内 

章
央 

氏
）の
共
催

で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
4
月
か
ら「
働
き
方
改
革

関
連
法
」が
順
次
施
行
さ
れ
、２
０
２
３
年

4
月
に
は
中
小
企
業
も
月
60
時
間
を
超
え

る
時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
率
が
50
％
以

上
に
引
き
上
げ
ら
れ
、２
０
２
４
年
4
月

か
ら
は
建
設
業
・
運
送
業（
自
動
車
運
転
業

務
）に
も
割
増
賃
金
率
の
50
％
が
適
用
と

な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
の

働
き
方
改
革
へ
の
取
り
組
み
、労
働
時
間

規
制
等
の
適
用
さ
れ
る
労
働
法
制
の
ポ
イ

ン
ト
、
今
後

の
企
業
と
し

て
の
対
策
に

つ
い
て
事
例

を
交
え
な
が

ら
分
か
り
や

す
く
解
説
し

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

去
る
10
月
13
日（
金
）に
中
小
企
業
診
断

士
の
石
崎 

一
之
進 

氏
を
お
招
き
し
、商

業
部
会（
部
会
長 

今
西 

政
和 

氏
）と
観
光

サ
ー
ビ
ス
部
会（
部
会
長 

伊
藤 

陽
一
朗 

氏
）の
共
催
で『
小
さ
な
組
織
の
Ｄ
Ｘ
セ
ミ

ナ
ー
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
19
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、ア

ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
変
わ
っ
た
こ
と

に
よ
る
仕
事（
業
務
）の
変
化
、消
費
者
に

選
ば
れ
る
た
め
の
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
販
路
拡
大
等
に
つ
い
て
解
説
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
今
後
の
亀
山
市
の
商
業
や

サ
ー
ビ
ス
業
等
を
取
り
巻
く
外
部
環
境
の

変
化
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
に
消
費
者
が

Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
情
報
を
認
知
し
て
購
入
先
を
選

ぶ
の
か
、消
費
者
に
選
ば
れ
る
お
店
に
な

る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
を
中
心
に
お
話
を
い
た
だ
い
た
ほ

か
、昨
今
の
報
道
で
も
耳
に
す
る
機
会
が

増
え
て
き
た
Ａ

Ｉ
技
術
と
し
て

「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
」の
機
能

や
活
用
方
法
な

ど
も
ご
紹
介
い

た
だ
き
、参
加

者
の
皆
様
も
興

味
深
い
様
子
で

聞
い
て
い
ま
し

た
。

　

去
る
９
月
21
日（
木
）に
亀
山
商
工
会
館

２
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、本
年
度
第
一
回
目
と

な
る
工
業
部
会
幹
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、ま
ず
は
亀
山
市
よ
り
、産
業
環

境
部
商
工
観
光
課 

課
長 
井
上
和
哉 

氏
を

講
師
に
お
招
き
し
、「
亀
山
市
内
の
経
済
」

と
題
し
、９
名
の
メ
ン
バ
ー
が
拝
聴
し
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
の
経
済
講
話
で
は
、こ
の
と
こ

ろ
の
亀
山
市
に
お
け
る
相
次
ぐ
企
業
誘
致

に
よ
る
経
済
効
果
等
、一
定
の
成
果
を
収
め

た
旨
の
報
告
の
他
、民
間
企
業
主
導
に
よ

る
新
た
な
開
発
の
動
き
等
、今
後
の
展
望

と
併
せ
て
、こ
こ
数
年
、亀
山
市
が
実
施
し

た
感
染
症
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
の

高
騰
の
影
響
緩
和
策
と
いっ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症・
物
価
高
向
け
の
国
か
ら

の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
様
々
な
経

済
対
策
に
つ
い
て
、説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、令
和
５
年
度
の
部
会
事
業
に
つ

い
て
、出
席
者
に
意
見
を
求
め
た
と
こ

ろ
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、こ
の
と
こ
ろ

見
送
っ
て
き
た
部
会
視
察
事
業
に
つ
い

て
、工
業
部
会
内
の
会
員
相
互
は
も
と
よ

り
、業
種
別
部
会
の
垣
根
を
超
え
た
異
業

種
交
流
の
機
会
と
し
て
、11
月
24
日（
金
）

に
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
で
開
催
予
定
の

モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
と
、有
松
絞
り
で
知

ら
れ
る
有
松
の
街
並
み
に
つ
い
て
、交
通

運
輸
・
庶
業
・
金
融
部
会
が
合
同
で
見
学
会

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

働
き
方
改
革
関
連
法

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

小
さ
な
組
織
の
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催

令
和
５
年
度
第
一
回
工
業
部
会

幹
事
会
を
開
催
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去
る
10
月
16
日（
月
）に
日
本
政
策
金
融

公
庫
四
日
市
支
店 

北
橋
支
店
長
が
来
所

さ
れ
、亀
山
商
工
会
議
所 
岩
佐
会
頭
に
対

し
、感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ル
経
融
資
は
小
規
模
事
業
者
の
み
が

対
象
の
会
頭
推
薦
に
よ
る
国
の
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
バ
ン
キ
ン

グ
の
先
駆
け

と
し
て
、こ

れ
ま
で
多
数

の
事
業
者
に

ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り

ま
す
。

三
重
県
最
低
賃
金
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
三
重
県
最
低
賃
金
」が
10
月
１
日
か
ら

１
時
間
あ
た
り
９
７
３
円
と
な
り
ま
し
た
。

「
三
重
県
最
低
賃
金
」は
、三
重
県
内
で
働

く
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
労
働
者
等
の
名

称
及
び
年
齢
を
問
わ
ず
全
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、ガ
ラ
ス
製
品
製

造
業
等
の
特
定
の
産
業（
７
業
種
）に
該
当

す
る
事
業
場
で
働
く
労
働
者
に
は
、特
定

（
産
業
別
）最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
が
適
用
さ
れ
ま
す
。ま
た
、派
遣
労

働
者
に
つ
い
て
は
、派
遣
先
の
地
域
別
最

低
賃
金
又
は
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
は
時
間
額
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、月
給
の
場
合
は
時
間
額
に
換
算
し
、時

間
額
９
７
３
円
以
上
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

三
重
労
働
局 

労
働
基
準
部 

賃
金
室

℡
０
５
９-

２
２
６-

２
１
０
８

電
子
帳
簿
保
存
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

電
子
帳
簿
保
存
法
と
は
、税
法
上
保
存

等
が
必
要
な「
帳
簿
」や「
領
収
書
・
請
求

書
・
決
算
書
な
ど（
国
税
関
係
書
類
）」を
紙

で
は
な
く
電
子
デ
ー
タ
で
保
存
す
る
こ
と

に
関
す
る
法
律
を
い
い
、左
記
の
３
つ
の

制
度
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
電
子
帳
簿
等
保
存

　

パ
ソ
コ
ン
等
を
使
用
し
て
作
成
し
た
帳

簿
や
取
引
書
類
を
電
子
で
保
存
し
、紙
保

存
を
不
要
と
す
る
制
度

②
ス
キ
ャ
ナ
保
存

　

取
引
相
手
か
ら
受
け
取
っ
た
書
類
等
を

画
像
デ
ー
タ
化
し
て
保
存
し
、紙
保
存
を

不
要
と
す
る
制
度

→�

①
②
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
１
月
よ

り
要
件
緩
和
、事
前
承
認
も
不
要
と
な

談
所
コ
ー
ナ
ー
掲
載
の
支
援
施
策
は
令
和
５
年
10
月
20
日
時
点
の
情
報
で
す
。

最
新
の
情
報
は
必
ず
各
施
策
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

り
ま
し
た
。

③
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
保
存

　

メ
ー
ル
や
ウ
ェ
ブ
上
で
や
り
取
り
し
た

電
子
フ
ァ
イ
ル
を
デ
ー
タ
で
保
存
す
る
こ

と
を
義
務
付
け
る
制
度

→�

令
和
５
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、中
小

企
業
の
経
理
実
務
を
考
慮
し
て
、要
件

が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
左
記
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
】

　

検
索
ワ
ー
ド
：
電
子
帳
簿
保
存
法
関
係

　

業
務
改
善
助
成
金
の
制
度
が
８
月
31
日

よ
り
拡
充
さ
れ
、主
に「
①
対
象
事
業
場
の

拡
大
」及
び「
②
賃
金
引
上
げ
後
の
申
請
」

の
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
左
記
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
】

　

検
索
ワ
ー
ド
：
業
務
改
善
助
成
金

《
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

税
を
考
え
る
週
間
行
事
の
ご
案
内

①
日　

時　

令
和
５
年
11
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
　

12
時
45
分
～
15
時
45
分

②
場　

所　

鈴
鹿
ハ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

③
内　

容　

・�「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
・
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」表
彰
式
・
入
賞
作
品
展
示

・�「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
・
標

語
」表
彰
式
・
入
賞
作
品
展
示

・
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

・�

税
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
及
び
各
種

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

※�

な
お
、作
品
展
示
は
11
月
13
日（
月
）か
ら

11
月
26
日（
日
）の
期
間
に
鈴
鹿
ハ
ン
タ
ー

１
階
東
入
口
特
設
会
場
で
行
い
ま
す
。

④
主　

催　

鈴
鹿
税
務
連
絡
協
議
会

⑤
共　

催　

鈴
鹿
税
務
署

【
お
問
合
せ
先
】

　

東
海
税
理
士
会
鈴
鹿
支
部

　

℡
０
５
９-

３
８
２-

７
７
１
５

　

去
る
９
月
21
日（
木
）に
亀
山
商
工
会
館

２
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、本
年
度
第
一
回
目
と

な
る
工
業
部
会
幹
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、ま
ず
は
亀
山
市
よ
り
、産
業
環

境
部
商
工
観
光
課 

課
長 

井
上
和
哉 

氏
を

講
師
に
お
招
き
し
、「
亀
山
市
内
の
経
済
」

と
題
し
、９
名
の
メ
ン
バ
ー
が
拝
聴
し
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
の
経
済
講
話
で
は
、こ
の
と
こ

ろ
の
亀
山
市
に
お
け
る
相
次
ぐ
企
業
誘
致

に
よ
る
経
済
効
果
等
、一
定
の
成
果
を
収
め

た
旨
の
報
告
の
他
、民
間
企
業
主
導
に
よ

る
新
た
な
開
発
の
動
き
等
、今
後
の
展
望

と
併
せ
て
、こ
こ
数
年
、亀
山
市
が
実
施
し

た
感
染
症
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
の

高
騰
の
影
響
緩
和
策
と
いっ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症・
物
価
高
向
け
の
国
か
ら

の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
様
々
な
経

済
対
策
に
つ
い
て
、説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、令
和
５
年
度
の
部
会
事
業
に
つ

い
て
、出
席
者
に
意
見
を
求
め
た
と
こ

ろ
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、こ
の
と
こ
ろ

見
送
っ
て
き
た
部
会
視
察
事
業
に
つ
い

て
、工
業
部
会
内
の
会
員
相
互
は
も
と
よ

り
、業
種
別
部
会
の
垣
根
を
超
え
た
異
業

種
交
流
の
機
会
と
し
て
、11
月
24
日（
金
）

に
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
で
開
催
予
定
の

モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
と
、有
松
絞
り
で
知

ら
れ
る
有
松
の
街
並
み
に
つ
い
て
、交
通

運
輸
・
庶
業
・
金
融
部
会
が
合
同
で
見
学
会

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

マ
ル
経
融
資
50
周
年

感
謝
状
を
贈
呈

＜令和５年度税制改正による要件緩和（一部抜粋）＞

➡�システム対応が間に合わないといった相当の理由がある事業者等については、
上記Ⅰ、Ⅱの要件が不要となり、「出力書面を保存」し、「税務職員から求められた際に
データで渡せる」状態にしておけば、多くの中小企業が従前の保存方法のままで
良いこととされます。

対　象 Ⅰ.�改ざん
　防止措置

Ⅱ.�検索機能
の確保 その他の要件

全 て の 事 業 者

必要 必要

必要 不要
・出力書面を日付等ごとに整理して保存
　�(売上高5,000万円以下の事業者は出力画面の
保存も不要)

・税務職員から求められた際にデータで渡す
�　(データを消去しない）

相当の理由により
システム対応が間に
合わなかった事業者等

不要 不要
・出力書面の保存
・税務職員から求められた際にデータで渡す
　　(データを消去しない)

原則

例外

猶予
措置

電子取引データの保存

業
務
改
善
助
成
金
の
ご
案
内

～
最
低
賃
金
引
上
げ
支
援
～
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【
お
問
合
せ
先
】

　

青
年
部
担
当　

塚
田
・
笠
原

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
８
２‐

１
３
３
１

９
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

去
る
10
月
7
日（
土
）亀
山
市
内
の
国

道
・
県
道
に
お
い
て「
亀
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
」と
銘
打
っ
た
美
化
活
動
を
、企

画
創
造
委
員
会（
委
員
長 
米
津 

雅
樹
）担

当
の
9
月
例
会
と
し
て
開
催
し
、18
名
の

メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
で
は
、決
め
ら
れ
た
道
路

に
て
清
掃
を
行
い
、3
つ
の
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
ル
ー
ル
や
お
題
に
沿
っ
た
ご
み

を
拾
い
、時
間
内
で
よ
り
多
く
の
ご
み
を

拾
っ
た
チ
ー
ム
、お
題
に
沿
っ
た
ご
み
を

拾
っ
た
チ
ー
ム
を
勝
利
と
し
、各
チ
ー
ム

で
勝
利
を
目
指
す
な
か
で
、よ
り
良
い
人

間
関
係
を
構
築
し
、仕
事
の
枠
を
超
え
た

信
頼
関
係
を
作
る
こ
と
で
、今
後
の
Ｙ
Ｅ

Ｇ
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
や
、亀
山

市
内
を
綺
麗
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
委
員
会
の
垣
根
を
超
え
た
チ
ー

ム
を
組
み
、委
員
会
が
違
う
た
め
接
し
た

こ
と
の
な
い
メ
ン

バ
ー
と
も
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で

き
、ま
た
亀
山
市

内
の
美
化
活
動
に

努
め
る
こ
と
で
亀

山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て

新
た
な
地
域
へ
の

取
り
組
み
と
な
り

ま
し
た
。

研
修
事
業『
改
正
相
続
税・

贈
与
税
セ
ミ
ナ
ー
』を
開
催

　

去
る
９
月
20
日（
水
）に
税
理
士
・
Ｃ
Ｆ

Ｐ
の
田
中 

英
二 

氏
を
お
招
き
し
、女
性

部
研
修
事
業
と
し
て
当
所
中
小
企
業
相
談

所
と
共
催
で『
改
正
相
続
税
・
贈
与
税
セ
ミ

ナ
ー
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
22

名
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
、相
続
税
や
贈

与
税
に
関
し
て
注
意

す
べ
き
点
や
、確
認

す
べ
き
点
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
解
説

い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

新
潟
全
国
大
会
へ
参
加

　

去
る
10
月
６
日（
金
）に
当
所
女
性
部
で

第
55
回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

新
潟
全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
全
国
か
ら
２
３
０
０
名
超
の

女
性
部
会
員
が
集

ま
っ
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
、東
日
本

大
震
災
の
際
に
つ

な
が
り
を
持
っ
た

福
島
県
の
い
わ
き

商
工
会
議
所
女
性

会
の
皆
様
と
も
交

流
で
き
ま
し
た
。

青
年
部
通
信

  

女
性
部
通
信

事業所名 所在地 営業内容
　（商業部会）
デュプロ販売㈱三重営業所 四日市市久保田 OA機器販売・メンテナンス
㈱MECCI 川合町 新品・中古タイヤ買取、販売
　（工業部会）
㈱キンレイ亀山工場 白木町 冷凍食品の製造・販売
　（建設部会）
㈱鳥居組 下庄町 土木工事業
　（交通運輸部会）
㈱アブファールト 菅内町 一般貨物運送事業　他
伊鈴実業㈲ 菅内町 一般貨物運送事業　他
　（観光サービス部会）
LbE 川崎町 飲食業（移動販売）
Maple Cats 田村町 猫ブリーダー

（同）Kimomo堂 関町中町 着物レンタル
長田広告㈱四日市営業所 四日市市野田二丁目 総合広告業
　（庶業部会）
伊藤行政書士事務所 亀田町 行政書士事務所
くまよし行政書士事務所 川合町 行政書士事務所

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10日（金）
19日（日）
24日（金）
25日（土）

27日（月）
28日（火）

4日（月）
7日（木）
13日（水）
15日（金）
28日（木）

青年部役員会
第165回簿記検定
4部会合同視察見学会
鈴鹿・亀山みちフォーラム
青年部11月例会
消費税の記帳・決算申告対応セミナー
　　　〃

経営よろず相談会
三重県知事経済講演会
記帳継続指導
青年部役員会
御用納め

11月

12月

4　60×82（カラー）しんぽくん・みらいちゃん
QRモノクロ

三重県信用保証協会は、中小企業の皆さまが事業資金借入をされる際の
「公的な保証人」となってサポートします。お気軽にご相談ください。

みえ　みらい ちゃん みえ　しんぽ くん

https://www.cgc-mie.or.jp/

本　　　店 059-229-6021（代表）
四日市支店 059-353-9161（代表）

HP Instagram

新
入
会
員
紹
介

「創業継承支援ローン」
三重県信用保証協会および政策金融公庫への
融資申込みと合わせてお申込みいただけます。

創業・事業継承の実現に向けて事業者の方を応援・支援いたします。

― 詳しくはお近くの窓口までお問い合せください ―

亀山支店 ℡０５９５-８２-２６１１

融資限度額
500万円
融資限度額
500万円
融資限度額
500万円 1.0％1.0％1.0％変動

年利
変動
年利
変動
年利

～いわき女性会の皆様と～
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